
第２章 ねらい及び内容

環境

周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもってかかわり，それらを生活に取り入れていこうとする力を養う。

１ねらい

(1) 身近な環境に親しみ，自然と触れ合う中で様々な事象に興味や関心をもつ。
(2) 身近な環境に自分からかかわり，発見を楽しんだり，考えたりし，それを生活に取り入れようとする。
(3) 身近な事象を見たり，考えたり，扱ったりする中で，物の性質や数量，文字などに対する感覚を豊かにする

2 内容
(10) 生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心をもつ。

現行幼稚園教育要領における情報に関する記述

○幼稚園教育要領（平成２０年３月２８日告示）
幼稚園教育要領（平成20年3月告示）における

情報に関する記述

平成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ５ 日
教育課程部会幼児教育
部 会 資 料 ５ ― １



現行幼稚園教育要領解説（領域「環境」）

２ 内容

（１０） 生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心をもつ。

幼稚園生活の中で，身近に感じられる情報に接したり，それを生活に取り入れたりする体験を重ねる中で，次
第に自分の生活に関係の深い情報に興味や関心をもつようにすることが大切である。

特に，３歳や４歳の時期，あるいは幼稚園生活に慣れていない時期には，様々な情報を断片的にしか理解でき
ないことが多い。友達とのつながりが深まるにつれて，自分の得た情報を友達に伝えたり，友達のもっている情
報に関心をもったりして，情報の交換を楽しむようになる。友達同士が目的をもって遊ぶようになると，遊びに必
要な情報を獲得し，活用する姿が見られるようになり，生活の豊かさにつながっていく。

幼児が周りの情報に関心をもつようになるためには，例えば，教師自身が興味深く見た放送の内容，地域の催
しや出来事などの様々な情報の中から幼児の生活に関係の深い情報を適切に選択し，折に触れて提示していく
など，幼児の興味や関心を引き出していくことも大切である。

また，図書館や高齢者福祉施設などの様々な公共の施設を利用したり，訪問したりする機会を設け，幼児が豊
かな生活体験を得られるようにすることが大切である。公共の施設などを利用する際は，幼児の生活にかかわり
が深く，幼児が興味や関心をもてるような施設を選択したり，訪問の仕方を工夫したりする必要がある。その際，
このような施設が皆のものであり，大切に利用しなければならないことを指導することにより，公共心の芽生えを
培っていくことも大切である。

なお，テレビやコンピュータなど情報機器の利用は，幼児に新しい世界を開き，生活を豊かにするが，一方で，
心身の健やかな育ちに少なからず好ましくない影響を与えることもある。このことに配慮するとともに，幼児期の
発達のためには直接体験が重要であることも踏まえながら，必要に応じて情報を選択し，活用していくようにする
ことが大切である。

幼稚園教育要領解説における
情報に関する記述



第２章 ねらい及び内容

健康 〔健康な心と体を育て，自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。〕

１ ねらい
（３）健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付ける。

２ 内容
（10）危険な場所，危険な遊び方，災害時などの行動の仕方が分かり，安全に気を付けて行動
する。

３ 内容の取扱い

（２）様々な遊びの中で，幼児が興味や関心，能力に応じて全身を使って活動することにより，体
を動かす楽しさを味わい，安全についての構えを身に付け，自分の体を大切にしようとする気
持ちが育つようにすること。

幼稚園教育要領（平成20年3月告示）における
学校安全に関する記述

平成２８年４月２５日
教育課程部会幼児教育
部 会 資 料 ５ － ２



第３章 指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項

第１ 指導計画の作成に当たっての留意事項

２ 特に留意する事項

（1） 安全に関する指導に当たっては，情緒の安定を図り，遊びを通して状況に応じて機敏に自
分の体を動かすことができるようにするとともに，危険な場所や事物などが分かり，安全につ
いての理解を深めるようにすること。また，交通安全の習慣を身に付けるようにするとともに，
災害などの緊急時に適切な行動がとれるようにするための訓練なども行うようにすること。

幼稚園教育要領（平成20年3月告示）における
学校安全に関する記述



生涯を通じて健康で安全な生活を営む基盤は，幼児期に愛情に支えられた安全な環境の下で，心と体を十分に働かせて生活す
ることによって培われていくものである。健康な幼児を育てることとは，単に身体を健康な状態に保つことを目指すことではなく，他

者との信頼関係の下で情緒が安定し，その幼児なりに伸び伸びと自分のやりたいことに向かって取り組めるようにすることである。
幼稚園においては，一人一人の幼児が教師や他の幼児などとの温かい触れ合いの中で楽しい生活を展開することや自己を十

分に発揮して伸び伸びと行動することを通して充実感や満足感を味わうようにすることが大切である。明るく伸び伸びということは，
単に行動や言葉などの表面的な活発さを意味するものだけではなく，幼稚園生活の中で解放感を感じつつ，能動的に環境とかか
わり，自己を表出しながら生きる喜びを味わうという内面の充実をも意味するものであり，自己充実に深くかかわるものである。
このような健康な心は，自ら体を十分に動かそうとする意欲や進んで運動しようとする態度を育てるなど，身体諸機能の調和的
な発達を促す上でも重要なことである。特に幼児期においては，自分の体を十分に動かし，幼児が体を動かす気持ちよさを感じる
ことを通じて進んで体を動かそうとする意欲などを育てることが大切である。
同時に自分の体を大切にしたり，身の回りを清潔で安全なものにするなどの生活に必要な習慣や態度を，幼稚園生活の自然な
流れの中で身に付けていくようにすることも重要なことである。

幼稚園教育要領解説における
学校安全に関する記述

第2章 ねらい及び内容

健康 〔健康な心と体を育て，自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。〕

１ ねらい

（１）明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。

（２）自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。

（３）健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付ける。



幼稚園生活の中で，危険な遊び方や場所，遊具などについてその場に即して気付かせ，状況に応じて安全な行動がとれるよう
にすることが重要である。さらに，交通安全の指導や避難訓練などについては，長期的な見通しをもち，計画的に指導すると同時
に，日常的な指導を積み重ねることによって，安全な交通の習慣や災害などの際の行動の仕方などについて理解させていくことも
重要である。
幼稚園生活が幼児にとって安全であるように，施設設備の安全点検に努めることはいうまでもない。その上で，幼児が園内のい
ろいろな場所や遊具にかかわって生み出す様々な遊びの状況を想定しながら，安全に落ち着いて遊ぶことができるように環境を
工夫していくことが大切である。特に，入園当初や進級時などにおいては，教師との信頼関係を基盤に安定した情緒の下で生活で
きるようにすることが大切である。環境に自らかかわり，十分に体を動かして遊ぶ中で，幼児は，次第に危険な場所や遊び方など
を知り，どう行動したらよいのかを体験を通して身に付けていく。
特に，３歳児は大人が予期しない行動をとる場合もあり，様々な状況を予測して安全の確保に配慮することが必要であるとともに，
教師と一緒に行動しながら個々の状況の中で，幼児なりに安全について考え，安全に気を付けて行動することができるようにする
必要がある。
また，幼児にとって，交通安全の習慣を身に付けること，災害時の行動の仕方や様々な犯罪から身を守る対処の仕方を身に付
けることは，安全な生活を送る上で是非とも必要なことである。安全な交通の習慣や災害，あるいは不審者との遭遇などの際の行
動の仕方などについては，幼稚園全体の教職員の協力体制や家庭との連携の下に，幼児の発達の特性を十分に理解し，日常的
な指導を積み重ねていくことが重要である。（第３章第１第３節 特に留意する事項 １ 安全に関する指導を参照）

幼稚園教育要領解説における
学校安全に関する記述

２ 内容

（10）危険な場所，危険な遊び方，災害時などの行動の仕方が分かり，安全に気を付けて行動
する。



幼稚園生活の中では，様々な遊びや生活を通して，体を動かす楽しさを味わい，幼児が自ら健康で安全な行動をとれるようにす
ることが大切である。
幼児が興味や関心，能力に応じて全身を使って伸び伸びと活動できるように教師が配慮することにより，幼児は十分に体を動か
す楽しさを実感する。そして，その中で，安全についての構えを身に付けることができるようになっていく。
安全についての構えを身に付けるとは，幼児が自分で状況に応じて機敏に体を動かし，危険を回避するようになることであり，安
全な方法で行動をとろうとするようになることである。幼児は，日常の生活の中で十分に体を動かして遊ぶことを楽しみ，その中で
危険な場所，事物，状況などを知ったり，そのときにどうしたらよいか体験を通して身に付けていく。安全を気にするあまり過保護
や過介入になってしまえば，かえって幼児に危険を避ける能力が育たず，けがが多くなるということにも留意することが必要である。
幼児の事故は情緒の安定と関係が深いので，教師や友達と温かいつながりをもち，安定した情緒の下で幼稚園生活が展開されて
いることが大切である。
また，幼稚園生活の中では安全を確保するために，場合によっては，厳しく指示したり，注意したりすることも必要である。その際，
幼児自身が何をしてはいけないか，なぜしてはいけないかを考えるようにすることも大切である。
幼児自身が自分の体に関心をもち，大切にしようという気持ちをもつためには，安定した情緒の下で興味や関心に応じた遊びが
展開されていることと同時に，安全について気付くような適切な働き掛けを行うことも重要である。幼児が自分から十分に体を動か
す心地よさを味わえるようにし，活動欲求を満たす体験を重ねる中で，適当な休息をとる，汗をかいたら着替えるなど，自分の体を
大切にしようとする気持ちをもつような働き掛けが必要である。
さらに，自分の体を大切にするという気持ちをもつことは，やがて友達の体を気遣ったり，大切にしたりする気持ちをもつことにも

つながることに配慮して指導する必要がある。

幼稚園教育要領解説における
学校安全に関する記述

３ 内容の取扱い

（２）様々な遊びの中で，幼児が興味や関心，能力に応じて全身を使って活動することにより，体

を動かす楽しさを味わい，安全についての構えを身に付け，自分の体を大切にしようとする気

持ちが育つようにすること。



幼稚園においては，幼児が健康で安全な生活を送ることができるよう，担任の教師ばかりでなく，幼稚園の教職員すべてが協力
しなければならないことはいうまでもない。特に，幼児の事故はその時の心理的な状態と関係が深いといわれており，日々の生活
の中で，教師は個々の幼児が安定した情緒の下で行動できるようにすることが大切である。（第２章第２節各領域に示す事項 １
心身の健康に関する領域「健康」 ［内容］(2)・(10)，［内容の取扱い］(2)を参照）
また，幼児期は，発達の特性として，友達の行動の危険性は指摘できても，自分の行動の危険性を予測できないということもあ
るので，友達や周囲の人々の安全にも関心を向けながら，次第に幼児が自ら安全な行動をとることができるように，発達の実情に
応じて指導を行う必要がある。
幼児に安全な生活をさせようとするあまり，過保護になったり，禁止や叱責が多くなったりする傾向も見られるが，その結果，か
えって幼児に危険を避ける能力が育たず，けがが多くなるということもいわれている。
幼児が自分で状況に応じて機敏に体を動かし，危険を回避するようになるためには，日常の生活の中で十分に体を動かして遊
ぶことを通して，その中で危険な場所，事物，状況などが分かったり，そのときにどうしたらよいかを体験を通して学びとっていくこと
が大切である。このように，遊びの中で十分に体を動かすことを通して安全についての理解を深めるためには，幼稚園の園庭や園
舎全体が幼児の遊びの動線や遊び方に配慮したものとなっていることが大切である。特に，３歳児は危険に気付かずに行動した
り，予想もしない場で思わぬ動き方や遊び方をしたりすることから，３歳児の動き方や遊び方に沿った園庭や園舎全体の環境を工
夫する必要がある。

幼稚園教育要領解説における
学校安全に関する記述

第３章 指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項

第１ 指導計画の作成に当たっての留意事項 ２ 特に留意する事項

（1） 安全に関する指導に当たっては，情緒の安定を図り，遊びを通して状況に応じて機敏に自
分の体を動かすことができるようにするとともに，危険な場所や事物などが分かり，安全につ

いての理解を深めるようにすること。また，交通安全の習慣を身に付けるようにするとともに，

災害などの緊急時に適切な行動がとれるようにするための訓練なども行うようにすること。



また，交通安全の習慣を身に付けさせるために，教師は日常の生活を通して，交通上のきまりに関心をもたせるとともに，家庭と
連携を図りながら適切な指導を具体的な体験を通して繰り返し行うことが必要である。
さらに，災害時の行動の仕方や不審者との遭遇など様々な犯罪から身を守る対処の仕方を身に付けさせるためには，幼児の発
達の実情に応じて，基本的な対処の方法を確実に伝えるとともに，家庭，地域社会，関係機関などとも連携して幼児の安全を図る
必要がある。特に，火事や地震を想定した避難訓練は，年間を見通した計画の中に位置付け，災害時には教師の下でその指示
に従い，一人一人が落ち着いた行動がとれるようにすることが重要である。なお，日ごろから安全に関する実施体制の整備が大切
であり，危機管理マニュアルなどを作成しておくことが大切である。

幼稚園教育要領解説における
学校安全に関する記述





第２章 ねらい及び内容

健康

健康な心と体を育て，自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。

１ ねらい

（1） 明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。
（2） 自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。
（3） 健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付ける。

2 内容
（5） 先生や友達と食べることを楽しむ。

（7） 身の回りを清潔にし，衣服の着脱，食事，排泄などの生活に必要な活動を自分でする。

3 内容の取扱い
上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要がある。

（4） 健康な心と体を育てるためには食育を通じた望ましい食習慣の形成が大切であることを踏まえ，幼児の
食生活の実情に配慮し，和やかな雰囲気の中で教師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり，様々な
食べ物への興味や関心をもったりするなどし，進んで食べようとする気持ちが育つようにすること。

幼稚園教育要領（平成20年3月）における
食育に関連する記述

平成２８年４月２５日
教育課程部会幼児教育
部 会 資 料 ５ ― ３



幼稚園教育要領解説における食育に関する記述

２ 内容

（５） 先生や友達と食べることを楽しむ。

本来，食べることは，人が生きていくために必要なことである。幼児は，十分に体を動かして遊び，空腹感を感じるからこそ，食べ

物を食べたときに，満足感を心と体で味わう。さらに，気持ちが安定し，活力がわき，積極的にいろいろな活動をするようになる。この
ような体験を繰り返すことは，幼児が，食べることの楽しさや喜びに気付き，幼児らしい充実した生活をつくり出す上で重要である。

幼児は，まず家族と同じ場で一緒に食事をし，幼稚園に入って家族以外の人と一緒に食べることを体験する。そのため，初めは，

家庭と幼稚園での食事風景が異なることから，戸惑う幼児もいるかもしれない。しかし，自分に温かく接してくれる教師と一緒に食べ
ることで，幼児は，くつろぎ，安心して食べるようになっていく。その中で，ときには教師や友達と会話を交わしたりしながら，一緒に食
べるという雰囲気に慣れていき，教師や友達と一緒に食べることが楽しめるようになっていく。また，教師や友達とのかかわりが深ま
るにつれて，食べるときも一緒に食べたいと思うようになり，一層食べることを楽しむようになっていく。

幼児は，食事の時間以外でも空腹になると食べ物を食べたりすることがあるが，幼稚園生活では幼児の好きなときに食べることが

できるわけではない。入園当初には，幼稚園にお弁当をもってきていると，幼児は楽しみで待ちきれないこともある。教師は，幼児の
食べたいという気持ちを受け止め，幼児の心に寄り添いながら，同じ気持ちをもつ友達とも一緒に昼食の時間を楽しみにする気持ち
を共有することが大切である。そのことが，教師や友達と一緒に食べたときの喜びにつながっていき，このような教師や友達との気
持ちのやりとりの体験を重ねる中で，幼児は教師や友達と一緒に食べることに期待をもつようになっていく。



２ 内容

（７） 身の回りを清潔にし，衣服の着脱，食事，排泄などの生活に必要な活動を自分でする。

幼稚園生活の中では食事をする前に汚れた手を洗ったり，汗をかいたときに服を着替えたりする。このような幼稚園生活の自然な
流れの中で機会をとらえて，例えば手が汚れたまま食事をすると不潔なので手を洗おうというように，幼児自身が必要性に気付き，
自分でしようとする気持ちがもてるように援助することが大切である。幼児は，教師との温かいつながりの中で，適切な援助を受ける
ことによって，生活に必要な活動を次第に自分でしようとするようになり，自立へと向かう。その際，毎日繰り返し行うことによって習
慣化し，心地よさや満足感がもてるようにすることも大切である。

特に， 家庭生活と幼稚園生活が異なることから，入園当初は戸惑いが大きく，一人一人の幼児の実情に応じたきめ細かな対応が
必要である。

幼児は，友達とのかかわりが深まると，友達の行う姿を見たり，一緒に行ったりして，生活に必要な様々な習慣や態度を身に付け
ていくので，一人一人の行動が他の幼児にとっても意味のあるものとなるよう，よりよい集団での関係を育てることも大切である。

なお，幼児は，一度身に付けたと思われる基本的な生活行動がくずれることがある。これらは，多くの場合，必要な行動であること

が分かっていても遊びに熱中するあまり，その行動を省略してしまうからであり，必ずしも全く生活行動が崩れたわけではない。この
ようなときには，その都度，状況に応じた教師の適切なかかわりが必要であり，このような過程を経ていくことで，幼児は着実に基本
的な生活行動を身に付けていく。

このようにして形成された習慣や態度は，健康な体を育てる上で重要であるばかりでなく，自信や意欲につながるものである。一
人一人の幼児が家庭でどのような生活をしているのか実態をとらえ，家庭との連携を密にしながら実情に応じて指導していくことが
大切である。

幼稚園教育要領解説における食育に関する記述



３ 内容の取扱い

（４） 健康な心と体を育てるためには食育を通じた望ましい食習慣の形成が大切であることを踏まえ，幼児の食生活の実情

に配慮し，和やかな雰囲気の中で教師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり，様々な食べ物への興味や関心を

もったりするなどし，進んで食べようとする気持ちが育つようにすること。

食べることは健康な心と体に欠くことのできないものであり，生涯にわたって健康な生活を送るためには望ましい食習慣の形
成が欠かせない。幼児期には，食べる喜びや楽しさ，食べ物への興味や関心を通じて，自ら進んで食べようとする気持ちが育
つようにすることが大切である。

教師や友達と食べるとより一層楽しくなることを感じるためには，和やかな雰囲気づくりをすることが大切である。例えば，幼稚
園では遊びと同じ場で食事をとり，同じ机を使うことが多い。机を食卓らしくしたり，幼児が楽しく食べられるような雰囲気づくりを
したりなど，落ち着いた環境を整えて食事の場面が和やかになるようにすることが大切である。また，幼稚園では昼食の他，と
きには誕生会のお祝いや季節の行事にふさわしい食べ物を食べることもあろう。幼稚園生活での様々な機会を通して，幼児が
みんなで食べるとおいしいという体験を積み重ねていけるようにすることが大切である。

また，自ら進んで食べようとする気持ちが育つようにするためには，食べ物への興味や関心を高める活動も大切である。例え
ば野菜などを育てる中で，親しみを感じ，日ごろ口にしようとしないものでもおいしそうだと感じたりする。教師と共に簡単な料理
をしたり，教師の手伝いをしたりすることにより，その食べ物を食べたいと思うこともある。あるいは，農家などの地域の人々との
交流によって食べ物への関心が高まることもある。このように，幼児の身近に食べ物があることにより，幼児は食べ物に親しみ
を感じ，興味や関心をもち，食べてみたい物が増え，進んで食べようとする気持ちが育つ。さらには，地域や保護者の協力を得
ながら食べることにかかわる体験を通じて，幼児なりに食べ物を大切にする気持ちや，用意してくれる人々への感謝の気持ち
が自然に芽生えていくことにつながる。

なお，食生活の基本は，まず家庭ではぐくまれることから家庭との連携は大切である。特に，食物アレルギーなどをもつ幼児
に対しては，家庭との連携を図り，必要な情報を得ておくなど，十分な配慮をする必要がある。また，同じ物を食べる活動を取り
入れる場合，その食べ物を食べることについて配慮を要する幼児もその活動を楽しいと感じることができるよう工夫することが
大切である。
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